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改訂履歴 
A改訂 2010/02/04 

(1) 図 3.2.6.2-4差し替え。座長人数を決める方法を「OSの申込件数÷5(切り上げ)」からセッシ
ョン数と同じに変更したことによる。 

(2) 3.2節。.forwardファイルを用意する旨を追加。 
(3) 3.2.1.2節。新規項目を削除するための方法を追加。 
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1. 全般 

本文書は機械学会講演会システム(以下「本システム」)の使用方法について説明します。 
 

2. 参考文書 

本システムの仕様は以下の文書に基づいております。 
IS-ES-2009-002C 機械学会講演会システム機能追加見積り仕様書 C改訂 

 

3. 各機能についての使用方法 

ファイル名などで変数的に使われている”[名称]”の”[“,”]”は記入不要ですので、ご注意ください。 
3.1. システムの使用者 
システムの使用者を以下の 5種類に分類します。 
(1)実行委員会 
講演会を企画する立場で、講演会固有のシステムのカスタマイズや、講演会固有の情報入力を

行います。 
(2)講演発表者 
講演会の講演者として参加する立場で、自分の講演にのみ限定した情報入力を行います。 

(3)オーガナイザー 
講演会のオーガナイザーとして参加する立場で、自分のオーガナイズドセッションにのみ限定

した情報入力を行います。 
(4)講演会参加者 
講演会に講演することなく参加する立場で、参加申込みに限定した情報入力を行います。 

(5)座長 
4.1 節のセッション/サブセッション毎のプログラム一覧表示機能及び 4.9 節の全プログラム/

セッション毎の PDF論文表示機能をユーザとして利用します。 
 
3.2. システム利用順序に従った各機能の使用方法 
ユーザアカウントに何も書かれていない空の.forwardファイルを用意してください。 
3.2.1. 各種設定 
問い合わせメールアドレス、トップメニューカスタマイズ及び委員パスワードの設定を行います。 

3.2.1.1. 自動返信メール等の設定入力 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
member/index.html (図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「自動返信メール等の設定」をク
リックします。 
member/config/edit-config.cgi(図 3.2.1.1-2 自動返信メールアドレス等の設定ページ)で入力内容
を変更後、「送信」ボタンをクリックします。 
member/config/ edit-config.cgi2(図 3.2.1.1-3設定完了画面)に入力内容が表示されます。 
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図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ 

 

図 3.2.1.1-2自動返信メールアドレス等の設定ページ 
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図 3.2.1.1-3設定完了画面 

 
3.2.1.2. 参加者・講演者トップページメニューへの反映 
ユーザ:実行委員会 
方法(トップページメニューカスタマイズ): 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「参加者・講演者トップページメニ
ューのカスタマイズ」リンクをクリックします。 
member/kouen-moushikomi/customizeMenu.html(図 3.2.1.2-1参加者・講演者トップページメニ
ューのカスタマイズ画面)で、トップページに載せる項目をチェックします。 
講演論文を投稿可能にする場合は｢論文投稿｣をチェック、JST 論文抄録を投稿可能にする場合は
｢JST投稿｣にチェックします。 
トップページに新規項目を追加する場合は「新規項目名称を入力して下さい」テキストフィール

ドに[新規項目名称]を、「新規項目の内容を入力して下さい」テキストフィールドにリンク先のソ
ースコードを入力します。なお、リンク先のファイル名は newItem[新規項目追加数].htmlで自動
生成されます。 
必要項目を入力し終えたら、｢メニュー確認｣ボタンをクリックします（確認をせずに変更を確定

する場合は「項目追加」ボタンをクリックします。）。 
 
member/kouen-moushikomi/customizeMenu.cgi(図 3.2.1.2-2 カスタマイズの設定確認の様子の
例)に入力内容が表示されます。問題がなければ、｢確定｣ボタンをクリックします。なお、「キャン
セ ル 」 ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、 項 目 を 追 加 せ ず に

member/kouen-moushikomi/customizeMenu.html(図 3.2.1.2-1参加者・講演者トップページメニ
ューのカスタマイズ画面)に戻ることが出来ます。 
 
index.html(図 3.2.1.2-1参加者・講演者トップページメニューのカスタマイズ画面)の表示が更新
されます。新規項目を追加した場合は、[新規項目名称]リンクをクリックすると、[新規項目の内
容]として入力した内容のページへ移動します。また、新規項目を削除したい場合は、index.html
およびdocディレクトリ内のiin.html, kaijo.html, kyosan.html, presen.html, program.html, 
schedule.html, syushi.html, tenji.html, toiawase.html, yoryo.htmlを直接編集してください。具
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体的には、各ファイルのコード中に記された<!-- new item -->の直前の行（<tr height="21"><td 
bgcolor="#fafaff" height="21" nowrap="nowrap"><font color="#0000aa" size="-1"> <a 
href="doc/ newItem[新規項目追加数].html ">[新規項目名称]</a></font></td></tr>）を削除しま
す。この際、<!—new item -->は削除しないようご注意ください。なお、削除したい新規項目が直
前に追加したものでない場合は、newItem[新規項目追加数].htmlの[新規項目追加数]を追加した順
に1,2,3,…となるよう修正してください。 
 
upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-3 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面(JST論文抄録・講演論
文投稿前))で、論文が投稿可能な場合は｢投稿｣ボタンが有効に、投稿不可能な場合は｢投稿｣ボタン
が無効になります。 
 

 

図 3.2.1.2-1参加者・講演者トップページメニューのカスタマイズ画面 
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図 3.2.1.2-2カスタマイズの設定確認の様子の例 

 
3.2.1.3. 委員パスワード追加 
ユーザ:実行委員会 
方法:  
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で｢委員パスワード追加｣リンクをク
リックします。 
member/member/addMember.html(図 3.2.1.3-1 委員パスワード追加の画面)で｢委員ユーザ名
(英数)｣｢パスワード｣｢パスワード(再確認)｣を入力後、｢追加｣ボタンをクリックします。 
入力した内容を、member ディレクトリ以下にアクセスする際に必要となる認証用の委員ユーザ
名とパスワードとして使用できます。 
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図 3.2.1.3-1 委員パスワード追加の画面 

 
3.2.2. 講演申込 
ユーザ:講演発表者 
方法:  
index.html(図 3.2.2-1参加者・講演者トップページ)で「講演申し込み」リンクをクリックします。 
kouen-moushikomi/entry.cgi(図 3.2.2-2 講演申込画面)で講演申込情報を入力後、「入力内容を確
認」ボタンをクリックします。 
kouen-moushikomi/entry1.cgi(図 3.2.2-3 講演申込確認画面)で入力内容に誤りがないことを確認
してから、「申込」ボタンをクリックします。なお、「キャンセル」ボタンをクリックすると、申

込を確定せずに kouen-moushikomi/entry.cgi(図 3.2.2-2講演申込画面)に戻ることが出来ます。 
kouen-moushikomi/entry2.cgi(図 3.2.2-4講演申込完了画面)に入力内容が表示されます。 
登録した講演者宛に登録通知メール(図 3.2.2-5講演申込受付通知メール)が届きます。 
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図 3.2.2-1参加者・講演者トップページ 
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図 3.2.2-2講演申込画面 
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図 3.2.2-3講演申込確認画面 
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図 3.2.2-4講演申込完了画面 
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図 3.2.2-5講演申込受付通知メール 

 
3.2.3. 講演申込登録情報変更 
ユーザ:講演発表者 
方法:  
index.html(図 3.2.2-1参加者・講演者トップページ)で「講演登録情報変更」リンクをクリックし
ます。 
upload/change.html(図 3.2.3-1講演登録情報変更ログイン画面)で「申込番号」と「連絡先メール
アドレス」を入力後、「Login」ボタンをクリックします。なお、「Clear」ボタンをクリックする
と「申込番号」と「連絡先メールアドレス」の入力欄を空欄に戻すことが出来ます。 
upload/change1.cgi(図 3.2.3-2題目著者名変更画面)で変更内容を入力後、「変更」ボタンをクリッ
クします。なお、「クリア」ボタンをクリックすると、入力欄の情報を変更内容を入力する前の状

態に戻すことが出来ます。 
upload/change2.cgi(図 3.2.3-3題目著者名変更完了画面)に変更内容が表示されます。 
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図 3.2.3-1講演登録情報変更ログイン画面 
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図 3.2.3-2題目著者名変更画面 
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図 3.2.3-3題目著者名変更完了画面 

 
3.2.4. 講演申込状況確認・申込追加・申込修正 
ユーザ:実行委員会 
方法(申込状況確認):  
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演申込状況確認」をクリックし
ます。 
以下、方法毎に分岐します。 
全ての申込状況を見る 

member/kouen-moushikomi/jyoukyou.cgi(図 3.2.4-1講演申込確認メニュー)で、「全ての申込を
見る」にチェックをして、「クエリ送信」ボタンをクリックします。 
member/kouen-moushikomi/viewreg.cgi(図 3.2.4-2 全ての講演申込確認画面)に全ての講演申
込者の情報が表示されます。 
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OS毎の申込状況を見る 
member/kouen-moushikomi/jyoukyou.cgi (図 3.2.4-1 講演申込確認メニュー)で、「以下の OS
の申込状況を見る」にチェックし、OSを選択して「クエリ送信」ボタンをクリックします。 
member/kouen-moushikomi/viewreg.cgi (図 3.2.4-3選択した OSの講演申込確認画面)に、選択
した OSの講演申込者の情報が表示されます。 

 
申し込みファイルをダウンロードする 

member/kouen-moushikomi/jyoukyou.cgi(図 3.2.4-1講演申込確認メニュー)で、「申し込みファ
イルを Excel 形式(csv 形式)でダウンロード」にチェックして「クエリ送信」ボタンをクリック
します。 
全ての講演申込者の情報が記入されたファイルをダウンロードすることができます。 

 

 

図 3.2.4-1講演申込確認メニュー 

 

 
図 3.2.4-2全ての講演申込確認画面 
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図 3.2.4-3選択した OSの講演申込確認画面 

 
方法(申込追加):  
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「申込追加・申込修正」をクリック
します。 
member/kouen-moushikomi/tsuika-henkou.html(図 3.2.4-4講演追加・変更画面)で「新規登録」
を選択して「クエリ送信」ボタンをクリックします。 
member/kouen-moushikomi/syuusei.cgi(図 3.2.4-5 申込追加画面)で講演申込情報を入力して、
「入力内容を確認」ボタンをクリックします。なお、「クリア」ボタンをクリックすると入力欄を

空欄に戻すことが出来ます。 
Member/kouen-moushikomi/msyuusei.cgi(図 3.2.4-6申込追加確認画面)で「申込」ボタンをクリ
ッ ク し ま す 。 な お 、「 キ ャ ン セ ル 」 ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、

member/kouen-moushikomi/syuusei.cgi(図 3.2.4-5申込追加画面) に戻ることが出来ます。 
member/kouen-moushikomi/mentry2.cgi(図 3.2.4-7 申込追加完了画面) に入力内容が表示され
ます。 
 

 
図 3.2.4-4講演追加・変更画面 
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図 3.2.4-5申込追加画面 
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図 3.2.4-6申込追加確認画面 
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図 3.2.4-7申込追加完了画面 

 
方法(申込修正):  
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「申込追加・申込修正」をクリック
します。 
member/kouen-moushikomi/tsuika-henkou.html(図 3.2.4-3)で「以下の登録を修正する」を選択
し、申込番号を入力して「クエリ送信」ボタンをクリックします。なお、「リセット」ボタンをク

リックすると、チェックボタンも入力欄も空に戻すことが出来ます。 
member/kouen-moushikomi/syuusei.cgi(図 3.2.4-8 申込修正画面)で変更内容を入力後、「変更」
ボタンをクリックします。なお、「クリア」ボタンをクリックすると、入力欄の変更内容を入力す

る前の状態に戻すことが出来ます。 
member/kouen-moushikomi/msyuusei.cgi(図 3.2.4-9 申込修正完了画面)に入力内容表示されま
す。 
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図 3.2.4-8申込修正画面 



 24 

 

図 3.2.4-9申込修正完了画面 

 
3.2.5. 講演申込み締め切り 
ユーザ:実行委員会 
方法(申込締切・受付状況の反映機能): 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演申込締切処置」リンクをクリ
ックします。 
member/kouen-moushikomi/shimekiri.html(図 3.2.5-1 講演申込締切処置画面)で現在の申込締
切/受付状態が確認できます（現在の状態の方にチェックが付いています）。 
以下、方法毎に分岐します。 
申込みを締切る 

member/kouen-moushikomi/shimekiri.html(図 3.2.5-1)で「申込みを締切る」にチェックを入
れて「設定」ボタンをクリックします。 
index.html(図 3.2.2-1 参加者・講演者トップページ)で「講演申し込み」リンクをクリックする
と、図 3.2.5-2が表示されます。 

 
申込みを受付る 
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「申込みを受付る」にチェックを入れて「設定」ボタンをクリックします。 
index.html(図 3.2.2-1 参加者・講演者トップページ)で「講演申し込み」リンクをクリックする
と、図 3.2.2-2が表示されます。 

 

 

図 3.2.5-1講演申込締切処置画面 

 

 

図 3.2.5-2講演申込締切処置後の講演申込画面 

3.2.6. 講演順序確定及び座長確定 
3.2.6.1. オーガナイザリストアップロード 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で｢オーガナイザリストのアップロー
ド｣リンクをクリックします。 
member/organizer/uploadOrganizerList.html(図 3.2.6.1-1 オーガナイザリストアップロード画
面)で、書式が"OS名","ログインネーム","パスワード","氏名"の csvファイルを選択後、｢アップロ
ード｣ボタンをクリックします。 
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図 3.2.6.1-1オーガナイザリストアップロード画面 

 
3.2.6.2. 講演順序確定および座長確定 
ユーザ:実行委員会、オーガナイザー 
方法: 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演順序確定および座長確定」リ
ンクをクリックします。または、organizer/login.html(図 3.2.6.2-1 オーガナイザログイン画面)
に直接アクセスします。 
オーガナイザ認証を行います。（詳細については 5章を参照してください。） 
organizer/login.html(図 3.2.6.2-1 オーガナイザログイン画面)でログインネームとパスワードを
入力します。（ただし、事前に 3.2.6.1節に従い、オーガナイザの登録を済ませる必要があります。） 
 
organizer/os.cgi(図 3.2.6.2-2 オーガナイザ講演順序登録画面)でセッション番号、講演順序を正し
く入力し、「講演順序登録」ボタンをクリックします。 
organizer/touroku.cgi(図 3.2.6.2-3 オーガナイザ講演順序登録確認画面)に表示されたセッショ
ン番号、講演順序で問題がなければ、「確定する」ボタンをクリックします。 
organizer/kakutei.cgi(図 3.2.6.2-4 オーガナイザ座長候補入力画面)で座長候補者情報を入力し、
「座長登録」ボタンをクリックします。 
organizer/inpzacyo.cgi(図 3.2.6.2-5 オーガナイザ講演順序確定画面)に入力内容が表示されます。 
編集したオーガナイザ宛に登録確認メールが届きます。 
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図 3.2.6.2-1オーガナイザログイン画面 

 

 

図 3.2.6.2-2 オーガナイザ講演順序登録画面 
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図 3.2.6.2-3 オーガナイザ講演順序登録確認画面 
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図 3.2.6.2-4 オーガナイザ座長候補入力画面 

 

 
図 3.2.6.2-5 オーガナイザ講演順序確定画面 
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3.2.7. 講演番号入力 
ユーザ:実行委員会 
方法(ダウンロード): 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演番号入力」リンクをクリック
します。 
member/program/kouenNo.html(図 3.2.7-1データファイルのダウンロード/CSVファイルのアッ
プロード機能画面)で「講演番号入力前のデータファイルのダウンロード」の「送信」ボタンをク
リックすると、講演番号欄が空白の CSVファイルをダウンロードできます。 
 

 

図 3.2.7-1データファイルのダウンロード/CSVファイルのアップロード機能画面 

 
方法(アップロード):  
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演番号入力」リンクをクリック
します。 
member/program/kouenNo.html(図 3.2.7-1)で「講演番号入力済みの申込み CSVファイルのアッ
プロード」の「送信」ボタンをクリックします。 
member/program/uploadKouenNo.html(図 3.2.7-2講演番号入力済みの csv ファイルをアップロ
ードする画面)で講演番号欄を埋めた csv ファイルを選択して「アップロード」ボタンをクリック
します。 
member/program/uploadKouenNo.html(図 3.2.7-3講演番号入力済み csv ファイルのアップロー
ド完了画面)が表示されます。 
 



 31 

 
図 3.2.7-2講演番号入力済みの csvファイルをアップロードする画面 

 

 
図 3.2.7-3講演番号入力済み csvファイルのアップロード完了画面 

 
3.2.8. 講演論文投稿 
ユーザ:講演発表者 
方法: 
ベーシック認証を行う。（詳細については 5 章を参照してください。）講演発表者に投稿させる前
に data/abst, data/paperディレクトリを作成し、各ディレクトリは.htpasswdでパスワード保護
してください(手作業)。 
 
index.html(図 3.2.2-1参加者・講演者トップページ)で「投稿原稿執筆要領」リンクをクリックし
ます。 
表示された doc/yoryo.html(図 3.2.8-1 投稿原稿執筆要領画面)で「講演原稿受付サイトへ」または
「原稿提出ページ」リンクをクリックします。 
upload/logon.html(図 3.2.8-2 JST 論文抄録・講演論文投稿ログイン画面)で登録した講演発表者
の「申込番号」と「連絡先メールアドレス」を入力して「login」ボタンをクリックします。なお、
｢clear｣ボタンをクリックすると、「申込番号」と「連絡先メールアドレス」の入力欄を空欄に戻す
ことが出来ます。 
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以下、投稿対象毎に分岐します。 
JST論文抄録 
未投稿の場合は、upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-3 JST 論文抄録・講演論文２択メニュー画面)で
「JST 論文抄録」横に「未投稿」と表示されています。upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-3)で「JST
論文抄録」の「投稿」ボタンをクリックします。 
 
upload/abst1.cgi(図 3.2.8-4 JST 論文抄録投稿画面)で投稿する JST 論文抄録を選択後、「投稿」
ボタンをクリックします。 
｢投稿｣ボタンをクリックした時点で、JST 論文抄録を投稿した講演発表者宛に投稿通知メールが
送られます。 
upload/abst2.cgi(図 3.2.8-5 JST論文抄録投稿完了画面)で「back」ボタンをクリックします。 
upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-6 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面(JST論文抄録・講演論
文投稿後))で「JST論文抄録」横に「投稿済み」と表示されます。 
 
講演論文  
未投稿の場合は、upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-3 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面)で「講
演論文」横に「未投稿」と表示されています。upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-3)で「講演論文」の
「投稿」ボタンをクリックします。 
 
upload/paper1.cgi(図 3.2.8-7 論文投稿画面)で投稿する講演論文を選択後、「複数の…」「論文は
…」共にチェックを入れて「投稿」ボタンをクリックします。 
｢投稿｣ボタンをクリックした時点で、講演論文を投稿した講演発表者宛に投稿通知メールが送ら

れます。 
upload/paper2.cgi(図 3.2.8-8 講演論文投稿完了画面)で「Back」ボタンをクリックします。 
upload/sublogon.cgi(図 3.2.8-6 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面(JST論文抄録・講演論
文投稿後))で「講演論文」横に「投稿済み」と表示されます。 
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図 3.2.8-1 投稿原稿執筆要領画面 

 

 

図 3.2.8-2 JST論文抄録・講演論文投稿ログイン画面 
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図 3.2.8-3 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面(JST論文抄録・講演論文投稿前) 

 
図 3.2.8-4 JST論文抄録投稿画面 
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図 3.2.8-5 JST論文抄録投稿完了画面 

 

 
図 3.2.8-6 JST論文抄録・講演論文２択メニュー画面(JST論文抄録・講演論文投稿後) 
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図 3.2.8-7 論文投稿画面 

 

 

図 3.2.8-8 講演論文投稿完了画面 

 
3.2.9. 論文投稿状況確認 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
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member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「論文投稿状況確認」リンクをクリ
ックします。 
以下、方法毎に分岐します。 
全論文確認 

member/upload/precheck.cgi(図 3.2.9-1 論文投稿状況確認)で全論文を選択し、「クエリ送信」
をクリックします。 
member/upload/check.cgi(図 3.2.9-2全論文OSの論文リスト表示画面)の原稿欄に 3.2.8で投稿
した JST論文抄録および講演論文へのリンクが表示されます。 
member/upload/check.cgi(図 3.2.9-2)の原稿欄にある「JST」または「論文」のリンクをクリッ
クすることで各 PDFファイルの閲覧ページに移動します。 

 
指定 OSの論文確認 

member/upload/precheck.cgi(図 3.2.9-1論文投稿状況確認)で指定した OSの論文を選択し、「ク
エリ送信」をクリックします。 
member/upload/check.cgi(図 3.2.9-3指定OSの論文リスト表示画面)の原稿欄に 3.2.8で投稿し
た JST論文抄録および講演論文へのリンクが表示されます。 
member/upload/check.cgi(図 3.2.9-3)の原稿欄にある「JST」または「論文」のリンクをクリッ
クすることで各 PDFファイルの閲覧ページに移動します。 

 

 

図 3.2.9-1論文投稿状況確認画面 
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図 3.2.9-2全論文 OSの論文リスト表示画面 

 

 
図 3.2.9-3指定 OSの論文リスト表示画面 

 
3.2.10. 講演者への一斉メール 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「講演者への一斉メール連絡」リン
クをクリックします。 
member/renraku/mail-kouen.html(図 3.2.10-1講演者への一斉メール内容入力画面)で「編集者メ
ールアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、「送信」ボタンをクリックします。 
編集者メールアドレスにmember/renraku/mail-kouen.html(図 3.2.10-1)で書いた「件名」、「内容」
の確認メールが送られます。 
member/renraku/mail.cgi(図 3.2.10-2)で「送付」ボタンをクリックします。なお、｢修正｣ボタン
をクリックすると member/renraku/mail-kouen.html(図 3.2.10-1 講演者への一斉メール内容入
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力画面)に戻ることが出来ます。 
$txtdataに載っている講演者全員および編集者と$mmemberにメールが送られます。 
 

 

図 3.2.10-1講演者への一斉メール内容入力画面 

 

図 3.2.10-2講演者への一斉メール内容確認画面 



 40 

 
3.2.11. 座長への一斉メール 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で「座長への一斉メール連絡」リンク
をクリックします。 
member/renraku/mail-zacyo.html(図 3.2.11-1座長への一斉メール内容入力画面)で「編集者メー
ルアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、「送信」ボタンをクリックします。 
まずは、編集者メールアドレスにmember/renraku/mail-zacyo.html(図 3.2.11-1座長への一斉メ
ール内容入力画面)で書いた「件名」、「内容」のメールが送られます。 
member/renraku/cpmail.cgi(図 3.2.11-2)で「送付」ボタンをクリックします。なお、｢修正｣ボタ
ンをクリックすると、member/renraku/mail-zacyo.html(図 3.2.11-1 座長への一斉メール内容入
力画面)に戻ることが出来ます。 
$zacyoに載っている座長全員および編集者と$mmemberにメールが送られます。 
 

 

図 3.2.11-1座長への一斉メール内容入力画面 
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図 3.2.11-2座長への一斉メール連絡確認画面 

 
3.2.12. メンバーへの一斉メール 
ユーザ:実行委員会 
方法: 
（予め$kaiinファイルを作成しておく必要があります。$name|$mailaddressという形式で 1行
につき 1人のメンバーを記入します。） 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)でメンバーへの一斉メール連絡」リン
クをクリックします。 
member/renraku/mail-member.html(図 3.2.12-1メンバーへの一斉メール内容入力画面)で「編集
者メールアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、「送信」ボタンをクリックします。 
まずは、編集者メールアドレスにmember/renraku/mail-member.html(図 3.2.12-1)で書いた「件
名」、「内容」のメールが送られます。 
member/renraku/mail_member.cgi(図 3.2.12-2)で「送付」ボタンをクリックします。なお、「修
正」ボタンをクリックすると、member/renraku/mail-member.html(図 3.2.12-1メンバーへの一
斉メール内容入力画面)に戻ることが出来ます。 
$kaiinに載っているメンバー全員および編集者と$mmemberにメールが送られます。 
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図 3.2.12-1メンバーへの一斉メール内容入力画面 

 

 
図 3.2.12-2メンバーへの一斉メール内容確認画面 
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3.2.13. 督促メール 
ユーザ:実行委員会 
member/index.html(図 3.2.1.1-1)で｢督促メール送付｣をクリックします。 
以下、宛先毎に分岐します。 
JST論文抄録未投稿者への督促メール: 

member/renraku/reminderMail.html(図 3.2.13-1 督促メール送信画面)で、｢JST 論文抄録｣横
の｢送信｣ボタンをクリックします。 
member/renraku/reminder-abstract.html(図 3.2.13-2 JST 論文抄録未投稿者へのメール文面
入力画面)で、「編集者メールアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、で「送信」ボタンをクリッ
クします。 
編集者メールアドレスにmember/renraku/reminder-abstract.html(図3.2.13-2)で書いた「件名」、
「内容」のメールが送られます。 
member/renraku/reminder-abstract.cgi(図 3.2.13-3 JST 論文抄録未投稿者へのメール送付確
認画面 )で｢送付｣ボタンをクリックします。なお、｢修正｣ボタンをクリックすると、
member/renraku/reminder-abstract.html(図 3.2.13-2)に戻ることが出来ます。 
$txtdataに載っている JST論文抄録を投稿していない講演者、および編集者と$mmemberにメ
ールが送られます。 
 
講演論文未投稿者への督促メール: 

member/renraku/reminderMail.html(図 3.2.13-1 督促メール送信画面)で、｢講演論文｣横の｢送
信｣ボタンをクリックします。 
member/renraku/reminder-paper.html(図 3.2.13-4 講演論文未投稿者へのメール文面入力画
面)で、「編集者メールアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、「送信」ボタンをクリックします。 
編集者メールアドレスに member/renraku/reminder-paper.html(図 3.2.13-4)で書いた「件名」、
「内容」のメールが送られます。 
member/renraku/reminder-paper.cgi(図 3.2.13-5 講演論文未投稿者へのメール送付確認画面)
で ｢送付 ｣ボタンをクリックします。なお、 ｢修正 ｣ボタンをクリックすると、

member/renraku/reminder-paper.html(図 3.2.13-4)に戻ることが出来ます。 
$txtdataに載っている講演論文を投稿していない講演者、および編集者と$mmemberにメール
が送られます。 
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図 3.2.13-1督促メール送信画面 

 

 
図 3.2.13-2 JST論文抄録未投稿者へのメール文面入力画面 
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図 3.2.13-3 JST論文抄録未投稿者へのメール送付確認画面 

 

 
図 3.2.13-4講演論文未投稿者へのメール文面入力画面 
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図 3.2.13-5講演論文未投稿者へのメール送付確認画面 

3.2.14. セッション毎プログラム一覧 
ユーザ:制限なし 
（セッション番号が確定した状態で、プログラム一覧の HTML ファイルを kouen-moushikomi
ディレクトリに用意してください。） 
member/index.html(図 3.2.1.1-1 実行委員会トップページ)で｢セッション毎プログラム一覧｣を
クリックします。または、kouen-moushikomi/showProgram.cgi(図 3.2.14-1セッション毎プログ
ラム一覧画面)のURLを直接打ち込みます。 
kouen-moushikomi/showProgram.cgi(図 3.2.14-1)で OS またはサブセッションをクリックする
と、kouen-moushikomi/os[OS名].htmlまたは kouen-moushikomi/os[OS名]-[サブセッション番
号].htmlのページへ移動します。なお、リンク先となる kouen-moushikomi/os[OS名].htmlおよ
び kouen-moushikomi/os[OS名]-[サブセッション番号].htmlのページは各自ご用意ください。 
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図 3.2.14-1セッション毎プログラム一覧画面 

 
3.3. その他の機能 
3.3.1. 参加申込 
ユーザ:参加者(講演しない人)  
方法: 
index.html(図 3.2.2-1参加者・講演者トップページ)で「参加費・事前登録」リンクをクリックし
ます。 
sanka/jizen.html(図 3.3.1-1参加申込画面)で参加者情報を入力後、「入力内容を確認」ボタンをク
リックします。なお、｢クリア｣ボタンをクリックすると、入力欄を空欄にすることが出来ます。 
sanka/reg1.cgi(図 3.3.1-2)で「申込」ボタンをクリックします。なお、｢キャンセル｣ボタンをクリ
ックすると、sanka/jizen.html(図 3.3.1-1参加申込画面)に戻ることが出来ます。 
sanka/reg2.cgi(図 3.3.1-3参加申込完了画面)に入力内容が表示されます。 
参加者宛に登録通知メールが送られます。 
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図 3.3.1-1参加申込画面 
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図 3.3.1-2参加申込確認画面 

 
図 3.3.1-3参加申込完了画面 
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3.3.2. 参加状況確認 
ユーザ:実行委員会 
方法(申込リスト表示): 
member/index.html(図 3.2.1.1-1)で「参加状況確認」リンクをクリックします。 
member/sanka/sankacheck.html(図 3.3.2-1 申込リスト表示・申込番号検索・データダウンロー
ドの 3択画面)で「未振込者のみ表示」、もしくは、「振込者のみ表示」にチェックを入れ、その横
にある「クエリ送信」ボタンをクリックすると、member/sanka/list.cgi(図 3.3.2-2 参加者リスト
画面)で「未振込者」、もしくは、「振込者」の参加者リストが表示されます。 
また、「未振込者のみ表示」、「振込者のみ表示」の両方にチェックを入れて、その横にある「クエ

リ送信」ボタンをクリックすると、member/sanka/list.cgi(図 3.3.2-2参加者リスト画面)で全員分
の参加者リストが表示されます。 
 
方法(申込番号から検索): 
member/sanka/sankacheck.html(図 3.3.2-1)の「申込番号から検索」というブロックで「申込番
号」を入力後、その横にある「クエリ送信ボタン」をクリックします。 
member/sanka/syuusei.cgi(図 3.3.2-3 参加申込修正画面)で修正点を入力後、「データ更新」をク
リックします。 
member/sanka/msyusei.cgi(図 3.3.2-4 参加事前登録修正完了画面)で入力内容が表示されます。
なお、｢修正ページ｣リンクをクリックすると、member/sanka/sankacheck.html(図 3.3.2-1 申込
リスト表示・申込番号検索・データダウンロードの 3択画面)に移動します。 
 
方法(データのダウンロード):  
member/index.html(図 3.2.1.1-1)で「参加状況確認」リンクをクリックします。 
member/sanka/sankacheck.html(図 3.3.2-1 申込リスト表示・申込番号検索・データダウンロー
ドの 3択画面)で、一番下の「参加申込リスト」をチェックしてから、その右横にある「クエリ送
信」ボタンをクリックすることで、参加者リストをダウンロードできます。 
 

 

図 3.3.2-1申込リスト表示・申込番号検索・データダウンロードの 3択画面 
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図 3.3.2-2参加者リスト画面 
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図 3.3.2-3参加申込修正画面 
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図 3.3.2-4参加事前登録修正完了画面 

 
3.3.3. 参加者への一斉メール 
ユーザ:実行委員会 
方法:  
member/index.html(図 3.2.1.1-1)で｢参加者への一斉メール連絡｣リンクをクリックします。 
member/renraku/mail-sankasha.html(図 3.3.3-1参加者への一斉メール内容入力画面)で「編集者
メールアドレス」、「件名」、「内容」を入力後、で「送信」ボタンをクリックします。 
編集者メールアドレスにmember/renraku/mail-sankasha.html(図 3.3.3-1)で書いた「件名」、「内
容」のメールが送られます。 
member/renraku/mail_sankasha.cgi(図 3.3.3-2 参加者への一斉メール内容確認画面)で「送付」
ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。 な お 、 ｢ 修 正 ｣ ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、

member/renraku/mail-sankasha.html(図 3.3.3-1)に戻ることが出来ます。 
$sankadataに載っている講演者全員および編集者と$mmemberにメールが送られます。 
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図 3.3.3-1参加者への一斉メール内容入力画面 

 

図 3.3.3-2参加者への一斉メール内容確認画面 

4. 講演会システム使用方法（簡易版） 

4.1. 準備 
自動返信メール等の設定入力: 3.2.1.1を参照してください。実行委員が、当該講演会特有の基本的
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な情報を設定します。 
参加者・講演者トップページメニューへの反映: 3.2.1.2を参照してください。実行委員が、参加者・
講演者トップページをカスタマイズします。 
ベーシック認証の設定: 3.2.1.3および 5を参照してください。 
オーガナイザリストのアップロードを行なって下さい(3.2.6.1節参照)。 
 
4.2. 使用順序 
(1) 講演申込 
3.2.2を参照してください。講演発表者が、講演申込をします。 
(2) 講演申込登録情報変更 
3.2.3を参照してください。講演発表者が、講演申込登録情報を変更することができます。 
(3) 講演申込状況確認・申込追加・申込修正 
3.2.4を参照してください。実行委員が、講演申込状況の確認、申込追加/修正を行うことが出来ま
す。 
(4) 講演申込締切 
3.2.5を参照してください。実行委員が、講演申込を締切ったり、受付けたりを変更することが出
来ます。 
(5) 講演順序確定および座長確定 
3.2.6を参照してください。実行委員が、オーガナイザリストの設定、講演順序/座長の確定をする
ことが出来ます。 
(6) 講演番号入力 
3.2.7を参照してください。実行委員が、講演番号を入力することが出来ます。 
(7) 講演論文投稿 
3.2.8を参照してください。講演発表者が、JST論文抄録や講演論文を投稿することが出来ます。 
(8) 論文投稿状況確認 
3.2.9を参照してください。実行委員が、論文投稿状況確認や投稿論文の閲覧をすることが出来ま
す。 
(9) 督促メール 
3.2.13 を参照してください。実行委員が、JST 論文抄録や講演論文未投稿者に督促メールを送付
することが出来ます。 
(10)プログラム一覧 
3.2.14 を参照してください。全てのユーザがプログラム確定後に、プログラム一覧を閲覧するこ
とが出来ます。 
 
4.3. 随時 
一斉メール連絡 
講演者への一斉メール: 3.2.10を参照してください。実行委員が講演者に一斉メールを送ること
が出来ます。 
座長への一斉メール: 3.2.11を参照してください。実行委員が座長に一斉メールを送ることが出
来ます。 
メンバーへの一斉メール: 3.2.12を参照してください。実行委員がメンバーに一斉メールを送る
ことが出来ます。 
参加者への一斉メール: 3.3.3を参照してください。実行委員が参加者に一斉メールを送ることが
出来ます。 
 
4.4. その他・注意事項 
・ 4.2 節で説明した使用順番を前後させないでください。順番が前後すると、$txtdata
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（data/entry.txt）のデータが消える場合がございます。特に、講演申込を締切っても、講演
者、実行委員会ともに講演者情報の変更を行える点に注意してください。 

・ $txtdata(/data/entry.txt)はこまめにバックアップ願います。 
・ 本番までに十分にテスト願います。 
 

5. ベーシック認証 

ベーシック認証を行うために、以下のディレクトリに.htaccess, .htpasswdファイルを置いてパス
ワード保護してください。 

member/: 実行委員会がユーザとなるような機能を使用する際に必要となります。 
organizer/: オーガナイザが 3.2.6.2講演順序確定および座長確定を行う際に必要となります。 
data/abst/: 投稿した JST 論文抄録の PDF ファイルをプログラム一覧から参照する際に必要と
なります。 

data/paper: 投稿した講演論文の PDF ファイルをプログラム一覧から参照する際に必要となり
ます。 
 

6. 各$xxxxファイル 

本マニュアルで参照されている各$xxxx ファイルと実際のファイル名の対応関係を以下に記しま
す。 

$txtdata: data/entry.txt 
$mmember: 任意の問い合わせ先メールアドレス。これはファイル名ではありません。（3.2.1.1
自動返信メール等の設定入力で設定出来ます。） 

$zacyo: data/chair.txt 
$kaiin: data/member.txt 
$name: 任意 
$mailaddress: 任意 
$sankadata: data/sanka.txt 


